


夢の中

「僕は見た夢で可愛い子」

目覚めは清々しかった、そして誰なんだろうと窓を開けたら夢と同じ子が道を歩いている、僕は

ドキドキした、そして話しかけたい気持ちを押し殺して、身支度を始めた。

一体誰なんだろう？確か夢でも私が幸せにしてあげるとか言っていたな、いやそうじゃない僕が

幸せにしてやるだ。と軽く惚気た朝食となった。

そして学校へ行くと転校生が来たというので見にいった。そしたら彼女だった。

僕は思わず夢で出て来た人だと思って「アーーー」と言って逃げてしまった。

そして僕のドキドキは止まらない、一目惚れだ。

でも、どーしたら彼女と話せるんだ？僕は考えた、彼女が廊下で歩いている時に転ぼうそう思

った。

昼休み彼女が廊下に出る瞬間を見計らって、僕も廊下に出た。そして僕は今までの人生を乗っけ

て転んだ。

「大丈夫ですか？私も夢で見ましたよ」

「ん？」そして彼女は過ぎ去った。

そして僕は夢で会話ができるんじゃないかと思った。彼女の名前は雫、でもどーしたら夢で彼女

に会えるんだろう？僕は紙に雫と書いて枕の下に入れた。

そして、朝になった。「うーんなんかおかしな夢だったな」そして窓を開けたら雫がいた。僕は

思い切って「雫」と呼んだ。「何？」「今日なんの夢見た？」声は震えていた。「あなたの夢よ

、今日も一緒にお花買いに行ったじゃない」「え？」「覚えてないの？」「まったく、バカね」

僕はきっと彼女はいろんなところの夢の中に入れる人なんじゃないかと思った。

そして昼休みに雫に聞いた。「雫、君は誰の夢の中でも入れる人なんじゃないか？」「よくわか

ったわね、私夢人間なの、私はあなたの夢の中がお気に入りよ、今日も行くわね」「え！」

僕は決めた。夢の中で告白しよう。そして今日だ。

僕は折り紙の中に好きです雫と書いてハート型に切って枕の下に入れた。

「ね、眠れない」僕はいろんな事を想像した。

僕が夢で誘導できないのにどこで告白したらいいんだろう？。雫に言われたままに行って、そこ

で告白とかダサいじゃん、でも夢が夢ってわかんないし、僕は告白なら学校の屋上と決めていた

。なんとか夢を雫をコントロールして屋上へ、、、そして涙は寝た。

初めは僕のドアのノックの音がした「トントン」「な、なんだ？」「迎えに来たわ、行きましょ

」「ちょっちょっと、寝間着だよ」「ここは私とあなたの夢、だから誰もいないわ」「だって雫

私服じゃないか」「私はいいの、行くわよ」二人はでて行った。

ここが夢の世界、しまった学校なんかない告白どうしよう、、、「夢の世界ってなんでもできる

のよ」「え？」「なんかして見たいことある？」「そうだな、一回空を飛んで見たいと思った

」「雫が空を飛ぶ」「どうやってやんの？」「飛べー飛べーって上下に体を動かすのよ」「そ

うか！」その姿を見て雫は笑う。「飛べないじゃん」「実はね、はは、実はイメージよ」「なん



だよ、力いっぱいで足にジェットがつくかと思ったのに」「じゃー行くわよ」「どこに？」「私

の世界に」あーやっぱりそうかと思った。

雫はみんなが楽しくなるように太陽を綺麗にするのが趣味らしく水をあげてたり、花を燃やし

たり。とにかくみんながいい夢や元気になるように夢の世界でも頑張っているらしい。そして僕

も頑張って太陽を綺麗にした。「結構夢の中も疲れるな」「涙くん、どっか行きたいところある

」「ぼ、僕、学校に行きたい」いいわ行きましょ。そして涙が先行して話をして、一瞬で学校の

屋上へと着いてしまった。

なんの話しよう、せっかくの告白だし、かっこよくそう決めた。

「僕さ、ボーリングが好きでさ、結構スコアいいんだ」なぜか雫が笑う。「それでね、一回だ

けターキーしたことがあるんだ、すごいでしょ」「そうね、頑張るっていいことだと思う」「そ

うだからね、これからもっと頑張ろうと思っているんだ」「頑張ってね」「ね、雫。「ね、雫

」「ね、ね、ね」

ばっと起きた。「あー雫の野郎、起こしやがった、ん？なんとなく雫の夢の中だからかな」ふと

そんな事を思った。

そして学校へ行き勉強をして昼休みになった。

「おーい、雫、屋上行かない？」「いいわよ」僕は夢での出来事を思い出して現実とそして雫の

ことを考えて、あまり夢の話はしない方がいいと思ったので、結構普段の話をして「好きです、

付き合って下さいと言った」そしたら、照れながら、「そういうのは夢の中で言って」とはぐら

かされた。

 
 
終わり


